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芝野郁美:日本藻類学会第 34回大会エクスカーションに参加して

2010年 3月21日， EI本藻類学会第 34回大会のエクス

カーションが行われ，昭和天皇の生物楳本コレクションを所

蔵する国立科学博物館昭和記念筑波研究資料館を訪れまし

た。まずは国立科学博物館筑波実験植物闇を見学し，再び集

合した後，圏内にある研究資料館に向かいます。植物園内に

入った瞬間，見慣れない植物達に固まれ，植物園特有の速い

国に来たような感覚になりました。

少しの自由時間の後，国立科学博物館H百和記念筑波研究資

料館(図 1) の研究主幹でいらっ しゃる並河さんの案内で，

いよいよ昭和天皇のコレクションを見学させて頂きます。一

般公開されていないこともあり ，館内は落ち着いた別荘のよ

うな雰囲気で，ガラスケースに丁寧に収められた生物標本か

らは，「展示品」ではなく「愛蔵の品々」 とい う印象を受け

ました。H召和天皇は ヒドロ虫類なと、海産1!匹脊椎動物をご専門

とされており， 1階には，それら無脊椎動物の標本や，戦後

出版された図鑑等が収め られていました(図 2)02階には海

藻標本を保存しているスペースがあり，高級そうな桐の箱に

たくさんの標本が大切にしまわれていました。"1コにはタ イプ

標本もあります。

エクスカ ーション世話人でいらっしゃる北山さんによれ

ば， 昭和天皇は海藻に興味が1!!~かったわけではありませんが，

ヒドロ虫類等のメ インの研究対象に比べる と，優先順位は低

かったそうです。ではどうして，こんなにたくさんの海藻楳

本が残っているのかといえば，実は，採集に付き添っておら

れた香淳皇后が作られたそうです。標本の中には，新種も多

くあったそうで，先に見たように現在貴重な資料として，ガ

ラスケースや桐箱に保管されています。

図2 1昭和記念筑波研究資料figの展示標本室

区11 11百平日記念筑波研究資料館入口に並ぶ参加者と放河 洋氏
(1昭和記念筑波研究資料館案内人・ 右から 2番目)および田1"
法生氏(植物図案内人:右から 3番目)。

その後，国立科学博物館植物研究部棟に移動し，研究室を

見学させて頂きました。 ここにも数多 くの楳本が保管されて

おり，専門家の解説がその場で聞ける，ぜいたくな博物館の

ようでした。お忙し い1=1:1，それぞれの研究室の方々が熱心に

お話下さり ，地衣類である リト マスゴケを使った，手作りリ

トマス紙まで頂いて， とても有意義な時間を過ごすことが出

来ました。

今回のエクスカ ーションに参加し， 一度に多彩な生物や生

物標本を目にして，改めて生物多様性の素晴らしさ，そして

その研究にかける情熱を感じました。 1::1頃研究室にこも って

いると，自分の研究対象が生物の全てであるような錨覚を抱

く時があります。また， I~I 的や利誌にとらわれ，無意識に視

野を狭めてい ることもあ るように思います。今回の経験で，

たとえ一種類だけを扱っていても，広大な生物の世界を感じ

ながら， 1三|の前の生物と無心に無欲に向かい合いたいと改め

て思いました。最後になりましたが，エクスカ ーショ ン開催

にあたって企画 ・準備 ・運営に尽力 し， 当日も快くお世話し

て下さった，匡|立科学博物館昭和記念筑波研究資料館，筑波

実験他物園，植物研究部棟の皆様，大会実行委員会の皆様に，

心よりお礼申し上げます。
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